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▽�

平
野
国
臣
を
し
の
ん
で
生
誕
祭
を
斎
行

＝
２
面

▽�

「
福
岡
の
変
」
１
４
０
年
で
「
招
魂
祭
」

＝
３
面

▽�

平
成
29
年
度
賛
助
会
員
芳
名
録
＝
４
面

▽�

加
藤
睦
子
さ
ん
「
い
そ
っ
ぽ
の
物
語
」

を
出
版
＝
６
面

た
。

　

祝
詞
奏
上
、
玉
串
奉
奠
の

神
事
で
廣
田
先
生
を
慰
霊
、

顕
彰
し
た
。

　

玄
洋
社
記
念
館
の
吉
村
剛

太
郎
理
事
長
は
閉
式
の
挨
拶

で
「
廣
田
先
生
は
昭
和
十
一

年
の
二
・
二
六
事
件
の
後
の

混
迷
の
時
期
に
首
相
に
就
任

さ
れ
た
。
東
京
裁
判
で
は
一

切
の
弁
明
を
な
さ
ら
ず
死
刑

の
判
決
を
受
け
ら
れ
た
。
こ

の
精
神
性
の
高
さ
は
現
在
の

政
治
家
が
見
習
う
べ
き
も
の

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

廣
田
先
生
は
、
福
岡
県
が

生
ん
だ
最
初
の
総
理
大
臣
。

刑
死
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十

三
年
だ
か
ら
、
来
年
は
没
後

　

軍
部
台
頭
の
混
乱
し
た
国

情
の
中
で
組
閣
の
大
命
を
受

け
、
い
わ
ゆ
る
東
京
裁
判
で

は
Ａ
級
戦
犯
の
罪
名
の
下
に

刑
場
に
消
え
た
悲
運
の
宰

相
、
廣
田
弘
毅
先
生
の
顕
彰

祭
が
、
五
月
二
十
日
、
福
岡

市
中
央
区
城
内
五
の
廣
田
先

生
の
銅
像
前
で
福
岡
県
護
国

神
社
の
田
村
豐
彦
宮
司
を
祭

主
に
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

た
。
一
般
社
団
法
人
玄
洋
社

記
念
館
の
主
催
。

　

三
十
五
回
目
の
、
こ
の
日

の
顕
彰
祭
に
は
、
玄
洋
社
記

念
館
会
員
は
じ
め
廣
田
先
生

の
崇
敬
者
、
地
元
政
界
関
係

者
、
福
岡
市
議
会
の
「
玄
洋

社
に
政
治
を
学
ぶ
議
員
の

会
」（
阿
部
真
之
助
会
長
）

会
員
ら
約
四
十
人
が
参
列
し

七
十
年
に
当
た
り
、
ま
た
生

誕
百
四
十
年
の
節
目
の
年
に

な
る
。
明
治
十
一
年
二
月
十

四
日
、
筑
前
福
岡
那
珂
郡
鍛

冶
町
（
現
福
岡
市
中
央
区
天

神
三
丁
目
十
六
番
）
で
誕
生

し
た
。

　

首
相
就
任
の
際
は
、
福
岡

市
中
が
祝
賀
行
事
で
沸
い

た
。
社
員
か
ら
総
理
大
臣
を

輩
出
し
た
玄
洋
社
は
「
大
命

降
下
の
廣
田
氏
を
出
す
に
至

っ
て
始
め
て
国
利
民
福
の
伸

張
を
念
と
す
る
結
社
の
鉄
則

に
活
発
な
る
精
彩
を
加
え
た

り
と
い
う
べ
く
真
に
邦
家
の

為
め
快
哉
を
禁
じ
得
な
い
」

と
機
関
誌
で
喜
び
を
表
し

た
。

　

飾
ら
な
い
人
柄
は
、
福
岡

市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

廣
田
先
生
に
極
刑
判
決
が
下

さ
れ
る
と
、福
岡
市
で
は「
助

命
嘆
願
署
名
運
動
」
が
展
開

さ
れ
、
七
万
二
千
も
の
署
名

が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
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厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

廣
田
先
生
顕
彰
祭
を
斎
行

「
精
神
性
の
高
さ
見
習
う
べ
し
」

来
年
は
没
後
70
年
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こ
れ
は
昭
和
十
八
年
、
頭
山
満
八
十
九
歳
（
亡
く
な
る

前
年
）
の
回
想
談
を
記
録
し
た
も
の
だ
が
既
に
後
年
の
志

（
こ
こ
ろ
ざ
し
）
と
い
う
も
の
が
語
ら
れ
て
い
る
し
何
よ

り
も
一
生
を
通
じ
て
大
き
な
特
質
で
あ
っ
た
抜
群
の
記
憶

力
が
、
そ
の
萌
芽
（
ほ
う
が
）
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
興
味
あ
る
挿
話
で
あ
る
。

　

桜
田
事
変
を
契
機
に
し
て
時
代
の
急
潮
は
一
段
と
激
し

さ
を
加
え
て
い
く
。

　

尊
王
攘
夷
の
運
動
が
燎
原
（
り
ょ
う
げ
ん
）
の
火
の
よ

う
に
広
が
っ
て
い
く
中
で
、
幕
府
が
と
っ
た
対
応
策
は
安

政
の
大
獄
に
代
表
さ
れ
る
弾
圧
で
あ
り
、
も
っ
と
高
度
な

政
略
と
し
て
は
朝
廷
と
幕
府
を
結
び
つ
け
る
公
武
合
体
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
具
体
的
な
あ
ら
わ
れ
が
井
伊
大
老
の
も
と
で
進
め

ら
れ
て
い
た
和
宮
（
か
ず
の
み
や
）
の
関
東
降
嫁
で
あ
っ

た
。
孝
明
天
皇
の
妹
・
和
宮
を
将
軍
家
茂
の
夫
人
に
迎
え

る
と
い
う
政
略
結
婚
で
あ
る
。

　

井
伊
大
老
が
暗
殺
さ
れ
た
あ
と
、
そ
の
遺
志
を
継
い
で

老
中
・
安
藤
対
馬
守
、
久
世
大
和
守
ら
に
よ
っ
て
実
行
に

移
さ
れ
た
の
だ
が
和
宮
の
降
嫁
は
屋
台
骨
が
ゆ
る
ぎ
出
し

た
幕
府
が
朝
廷
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
危
機
を
乗
り
切

り
、
あ
わ
せ
て
尊
攘
の
志
士
た
ち
を
沈
黙
さ
せ
よ
う
と
い

う
、狡
猾
な
策
略
で
あ
る
と
見
て
志
士
た
ち
は
憤
激
す
る
。

　

文
久
二
年
（
一
八
六
二
年
）
正
月
、
安
藤
対
馬
守
は
坂

　

幕
末
、
福
岡
藩
が
生
ん
だ

勤
皇
の
志
士
、
平
野
国
臣
の

生
誕
祭
が
三
月
二
十
五
日
、

福
岡
市
中
央
区
今
川
一
丁
目

に
、
尊
皇
攘
夷
の
た
め
に
時

代
を
駆
け
抜
け
た
快
男
児
、

国
臣
を
顕
彰
、
慰
霊
し
た
。

　

神
事
の
あ
と
、
会
場
を
近

く
の
鳥
飼
八
幡
宮
参
集
殿
に

移
し
、
直
会
（
な
お
ら
い
）

が
開
か
れ
た
。

　

食
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら

参
列
者
は
こ
も
ご
も
、
国
臣

へ
の
思
い
を
語
り
合
っ
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
平
野
神
社

責
任
役
員
の
吉
村
剛
太
郎
氏

（
一
般
社
団
法
人
玄
洋
社
記

念
館
理
事
長
）
は
「
国
臣
は

三
十
七
歳
の
若
さ
で
亡
く
な

っ
た
。
生
き
て
い
れ
ば
、
日

本
の
近
代
化
の
た
め
に
ま
だ

ま
だ
活
躍
し
て
い
た
だ
ろ

う
」
と
、
改
め
て
早
世
を
惜

し
ん
だ
。

の
「
平
野
神
社
」
で
催
さ
れ

た
。
子
孫
や
崇
敬
者
な
ど
約

五
十
人
が
参
列
し
た
。

　

山
内
勝
二
郎
宮
司
を
祭
主

　

国
臣
の
玄
孫
、
大
阪
府

豊
中
市
在
住
の
原
國
俊
氏

（
68
）、
福
岡
県
柳
川
市
在

住
の
猛
彦
氏
（
65
）
兄
弟
も

参
列
さ
れ
た
。

　

國
俊
氏
は
、
次
の
よ
う
に

挨
拶
さ
れ
た
。

　
「
歴
史
を
次
の
人
に
ど
う

や
っ
て
伝
え
て
い
く
か
。
事

象
や
業
績
な
ど
、
事
実
だ
け

な
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
も
手
軽
に
伝
え
て
く
れ

る
。
し
か
し
、
命
を
か
け
て

日
本
を
守
っ
た
人
の
意
義
を

伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
難
し
い
。
私
は
、
国
臣

が
和
歌
で
詠
ん
だ
『
燃
ゆ
る

思
い
』
を
伝
え
ら
れ
た
ら
い

い
と
、
思
っ
て
い
る
」

　

ま
た
、
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
に
も
触
れ
た
。

　
「
国
臣
は
、
錦
江
湾
で
入

水
し
た
勤
皇
派
の
僧
侶
、
月

照
と
西
郷
隆
盛
を
救
出
し
た

が
、
さ
て
、
国
臣
役
を
誰
が

演
じ
る
の
か
楽
し
み
で
す
」

　

国
臣
は
文
政
十
一
年
（
一

八
二
八
年
）
平
野
神
社
の
近

く
で
生
ま
れ
た
。
但
馬
の

「
生
野
の
変
」
で
捕
ら
え
ら

れ
京
都
・
六
角
の
牢
に
送
ら

れ
「
禁
門
の
変
」
の
騒
動
に

乗
じ
て
殺
害
さ
れ
た
。

国
臣
の
子
孫
、
崇
敬
者
ら
が

集
い
話
が
弾
ん
だ
直
会

〈12〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

「
燃
ゆ
る
思
い
」
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
…

國
臣
し
の
ん
で
生
誕
祭

　

あ
ら
た
め
て
早
世
惜
し
む生誕百八十九年。厳かに斎行された平野国臣生誕祭
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下
門
外
で
尊
攘
志
士
に
襲
わ
れ
て
負
傷
す
る
。
命
に
別
条

は
な
か
っ
た
が
老
中
職
を
退
い
た
。

　

そ
の
間
に
も
外
人
殺
傷
事
件
は
頻
発
し
外
国
の
圧
力
は

加
わ
っ
て
く
る
。文
久
元
年
二
月
に
は
ロ
シ
ア
の
軍
艦「
ポ

サ
ー
ド
ニ
ッ
ク
」
が
対
馬
の
浅
茅
（
あ
そ
う
）
湾
に
入
っ

て
昼
ケ
浦
（
ひ
る
が
う
ら
）
に
兵
員
を
上
陸
さ
せ
て
居
座

る
と
い
う
事
件
も
あ
っ
た
。

　

内
憂
外
患
の
挟
み
打
ち
に
あ
っ
て
弱
り
果
て
た
幕
府
は

有
力
な
諸
侯
に
助
力
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
。
雄
藩
の
国

事
周
旋
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

　

文
久
二
年
四
月
、
薩
摩
の
島
津
久
光
は
千
余
名
の
藩
兵

を
ひ
き
い
て
京
都
に
入
っ
た
。
久
光
は
藩
主
で
は
な
い
。

藩
主
・
島
津
忠
義
（
た
だ
よ
し
）
の
父
で
あ
っ
た
が
薩
摩

藩
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
。

　

久
光
の
率
兵
上
京
を
聞
い
て
尊
攘
志
士
た
ち
は
色
め
き

立
ち
、
続
々
と
京
都
に
集
ま
っ
て
来
た
。
久
光
を
尊
王
攘

夷
の
頭
領
に
か
つ
ぎ
上
げ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
久
光
に
は
、
そ
ん
な
意
思
は
全
く
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
保
守
派
の
攘
夷
論
者
で
は
あ
っ
た
が
熱
心
な
公

武
合
体
の
推
進
者
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
間
も
な
く
起
こ

る
寺
田
屋
騒
動
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
示
さ
れ
る
。

　

久
光
と
同
じ
時
期
に
黒
田
長
溥
も
筑
前
を
出
て
東
上
し

て
い
る
。
こ
の
久
光
と
長
溥
の
行
動
は
、
ど
う
も
連
携
動

作
で
あ
っ
た
と
思
え
る
フ
シ
が
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
長
溥
の
東
上
の
日
程
は
文
久
元
年
十
月
以

来
、
再
々
、
変
更
さ
れ
て
、
や
っ
と
五
回
目
に
本
ぎ
ま
り

に
な
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
間
に
薩
摩
か
ら
の
使
者
が
頻
繁

に
筑
前
を
訪
れ
て
い
る
。
本
ぎ
ま
り
に
な
っ
た
東
上
日
程

は
久
光
の
上
京
と
ぴ
っ
た
り
合
わ
せ
た
形
に
な
っ
て
い

た
。�

（
こ
の
項
続
く
）

　

※
柳　

猛
直
（
や
な
ぎ
・
た
け
な
お
）
氏
＝
大
正
六
年

―
平
成
九
年
）地
方
史
研
究
家
、福
岡
市
民
文
化
賞
受
賞
。

フ
ク
ニ
チ
新
聞
文
化
部
長
、
編
集
局
長
な
ど
を
歴
任
。
本

稿
は
フ
ク
ニ
チ
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
再
掲
で
す
。

　

鹿
児
島
か
ら
「
政
府
に
尋

問
の
筋
あ
り
」
と
第
二
の
明

治
維
新
を
目
指
し
て
挙
兵
し

た
西
郷
隆
盛
の「
西
南
戦
争
」

に
呼
応
し
て
、
福
岡
の
青
年

士
族
が
決
起
し
た
「
明
治
十

年
福
岡
の
変
」
で
散
華
し
た

武
部
小
四
郎
、
越
知
彦
四
郎

ら
殉
難
志
士
を
慰
霊
、
顕
彰

す
る
「
招
魂
祭
」
が
、
さ
る

六
月
四
日
、
福
岡
市
中
央
区

平
和
三
丁
目
、
平
尾
霊
園
の

「
魂
の
碑
」苑
で
行
わ
れ
た
。

　

財
団
法
人
明
道
会
の
主
催

で
志
士
の
遺
族
、
崇
敬
者
、

明
道
会
関
係
者
ら
約
三
十
人

が
参
列
し
た
。

　

今
年
は
「
福
岡
の
変
」
か

ら
百
四
十
年
の
節
目
の
年
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
厳
粛
さ

も
ひ
と
き
わ
深
い
祭
典
と
な

っ
た
。

　

警
固
神
社
（
同
市
中
央
区

天
神
）
の
前
田
智
文
祢
宜
を

祭
主
に
、
祝
詞
奏
上
、
玉
串

奉
奠
な
ど
の
神
事
が
進
め
ら

れ
た
。

　

祭
典
を
終
え
て
、
明
道
会

の
山
崎
拓
理
事
長
は
「
生
命

を
賭
し
て
盟
約
を
履
行
し
た

殉
難
志
士
に
敬
意
を
表
し
、

こ
れ
か
ら
も
顕
彰
の
祭
典
を

続
け
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

殉
難
志
士
は
刑
死
五
人
、

戦
死
五
十
一
人
、
獄
死
四
十

三
人
と
い
わ
れ
る
。

　

箱
田
六
輔
、
頭
山
満
、
平

岡
浩
太
郎
、
進
藤
喜
平
太

ら
、
玄
洋
社
の
軸
に
な
る
人

々
が
「
福
岡
県
有
志
」
の
名

で
官
許
を
得
、
明
治
二
十
二

年
十
一
月
、
福
岡
市
の
東
公

園
に「
千
代
の
松
原
招
魂
所
」

を
建
立
。
玄
洋
社
に
よ
っ
て

招
魂
祭
が
始
ま
っ
た
。

　

東
公
園
整
備
の
た
め
、
現

在
地
の
平
尾
霊
園
に
移
転
す

る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
三
十

八
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
工

事
が
進
め
ら
れ
完
成
し
た
。

　

正
面
に
、
頭
山
翁
の
筆
に

よ
る
「
魂
」
の
文
字
を
彫
っ

た
碑
が
泰
然
た
る
姿
で
立
っ

て
い
る
。

平尾霊園・魂の碑

「福岡の変」 140 年

厳粛に 「招魂祭」 を斎行

福
岡
の
変
か
ら
百
四
十
年
の
今
年
、
ひ
と
き
わ
厳
粛
に
斎
行

さ
れ
た
招
魂
祭
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【
三
万
円
】

上
田
藤
兵
衛　
　
（
京
都
市
）

吉
村
剛
太
郎　
　
（
福
岡
市
）

山
崎　

辰
男　
　
（　

同　

）

　
【
二
万
円
】

樋
口　

義
則

　
　
　
　
（
福
岡
県
粕
屋
町
）

大
江
田　

信　
（
太
宰
府
市
）

仲
原　

志
平　
　
（
福
岡
市
）

妹
尾　

俊
見　
　
（　

同　

）

　
【
一
万
円
】

西
嶋　

俊
成　
　
（
福
岡
市
）

山
田　
　

真　
（
筑
紫
野
市
）

中
村　

佐
枝　
　
（
福
岡
市
）

戸
川　

愛
子　
　
（　

同　

）

谷
本　

憲
彦　
　
（
広
島
市
）

興
膳　

克
彦　
　
（
中
間
市
）

秋
吉　

謙
一　
（
久
留
米
市
）

塚
田　

征
二　
　
（
福
岡
市
）

的
野　

泰
庸　
　
（　

同　

）

平
山　

康
樹　
　
（
春
日
市
）

岩
崎　

成
敏　
　
（
福
岡
市
）

坂
牧　

大
陸　
　
（　

同　

）

生
武　
　

治　
　
（　

同　

）

時
任　

英
人　
　
（
倉
敷
市
）

中
本　

零
時　
　
（
東
京
都
）

上
杉　

清
文

　
　
　
　
（
静
岡
県
富
士
市
）

工
藤　
　

慶　
　
（
西
宮
市
）

片
山　
　

悠

　
　
　
　
　
（
東
久
留
米
市
）

安
川　

重
臣　
　
（
福
岡
市
）

松
野
尾
英
彦　
（
北
九
州
市
）

山
内
勝
二
郎　
　
（
福
岡
市
）

小
野　
　

繁　
　
（
宗
像
市
）

堺　
　

弥
蔵　
　
（
福
岡
市
）

濱
地　

金
剛　
　
（
東
京
都
）

三
木　

年
史　
　
（
徳
島
市
）

横
田　

進
太　
　
（
福
岡
市
）

濱
地
勝
太
郎

　
　
　
　
（
栃
木
県
下
野
市
）

内
藤　

武
宣　
　
（
東
京
都
）

西
方　
　

忍　
　
（
福
岡
市
）

武
田　
　

煕

　
　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
市
）

白
石　

敏
彦　
（
武
蔵
野
市
）

田
坂　

大
蔵　
　
（
福
岡
市
）

後
藤　

元
生　
　
（　

同　

）

室　
　
　

潔　
　
（
東
京
都
）

原　
　

祐
一　
　
（
福
岡
市
）

庵
原　

義
一　
　
（
古
賀
市
）

戸
高　

有
基　
（
津
久
見
市
）

平
湯　

芳
裕　
（
名
古
屋
市
）

西
口　

英
世　
　
（
川
越
市
）

頭
山
晋
太
郎　
　
（
福
岡
市
）

魚
谷　

哲
央　
　
（
京
都
市
）

木
戸　

龍
一　
　
（
糸
島
市
）

田
中　

久
也　
　
（
福
岡
市
）

箱
田　

満
輔　
　
（
小
平
市
）

柴
田　

文
雄　
　
（
福
岡
市
）

小
野　

勇
夫　
　
（　

同　

）
櫻
木　

嵩
士

　
　
　
　
（
徳
島
県
阿
南
市
）

淵
上　

貫
之　
　
（
東
京
都
）

土
肥　

國
夫　
　
（
福
岡
市
）

国
松　
　

誠　
　
（
藤
沢
市
）

妹
尾　

正
為　
　
（
福
岡
市
）

草
野　

和
子　
　
（
松
戸
市
）

高
場　

康
幸　
　
（
古
賀
市
）

村
井　

正
隆　
（
久
留
米
市
）

福
田　

明
彦　
　
（
福
岡
市
）

濱
地　

光
男　
　
（
大
府
市
）

梅
本　

真
央　
　
（
福
岡
市
）

西
本　

潤
也　
　
（　

同　

）

田
川　
　

賢

　
　
　
　
（
茨
城
県
守
谷
市
）

髙
橋　

宏
子

　
　
　
　
（
岡
山
県
赤
磐
市
）

林　
　
　

登　
　
（
福
岡
市
）

大
原　
　

毅　
　
（　

同　

）

竹
若　

晴
喜　
　
（　

同　

）

進
藤　
　

勇　
　
（
府
中
市
）

西
川　

眞
澄　
　
（
福
岡
市
）

樋
口　

吉
朗　
　
（
入
間
市
）

吉
田　

慧
子　
　
（
福
岡
市
）

青
柳　

紀
明　
　
（　

同　

）

縄
田　

智
行　
　
（　

同　

）

坂
上　

英
雄　
　
（
大
阪
市
）

長
岡　

聖
司　
　
（
福
岡
市
）

鬼
木　
　

誠　
　
（　

同　

）

荒
津　

茂
徳

　
　
　
　
（
愛
知
県
日
進
市
）

大
島　

泰
治　
（
大
野
城
市
）

廣
田　

明
孝　
　
（
福
岡
市
）

川
㟢　

賢
冶　
　
（　

同　

）
二
之
湯　

智　
　
（
京
都
市
）

吉
武　

義
和　
　
（
防
府
市
）

田
屋　

憲
男　
　
（
横
浜
市
）

小
石
原　

昭　
　
（
東
京
都
）

箱
田　

慎
二

　
　
　
（
神
奈
川
県
寒
川
町
）

渡
邉　

一
馬　
　
（
別
府
市
）

鴛
海　

量
良　
　
（
立
川
市
）

小
柳　

政
則　
　
（
福
岡
市
）

柴
田　

文
彦　
　
（　

同　

）

藤
田　

道
子　
　
（　

同　

）

池
内　

公
子

　
　
　
　
（
北
海
道
遠
軽
町
）

速
開　

正
澄　
　
（
福
岡
市
）

鶴
岡
美
知
子　
　
（
船
橋
市
）

光
安　
　

力　
　
（
福
岡
市
）

お
ば
た
久
弥　
　
（　

同　

）

南
原　
　

茂　
　
（　

同　

）

森　
　

英
鷹　
　
（　

同　

）

冨
永　

計
久　
　
（　

同　

）
川
上　

晋
平　
　
（　

同　

）

打
越　

基
安　
　
（　

同　

）

阿
部
真
之
助　
　
（　

同　

）

今
林
ひ
で
あ
き　
（　

同　

）

大
原
弥
寿
男　
　
（　

同　

）

大
森　

一
馬　
　
（　

同　

）

津
田
信
太
郎　
　
（　

同　

）

川
上　

陽
平　
　
（　

同　

）

調　
　

崇
史　
　
（　

同　

）

堤
田　
　

寛　
　
（　

同　

）

稲
員　

稔
夫　
　
（　

同　

）

藤
本　

顕
憲　
　
（　

同　

）

笠　
　

康
雄　
　
（　

同　

）

国
分　

徳
彦　
　
（　

同　

）

平
畑　

雅
博　
　
（　

同　

）

三
角
公
仁
隆　
　
（　

同　

）

浜
崎　

太
郎　
　
（　

同　

）

鬼
塚　

昌
宏　
　
（　

同　

）

川
口　
　

浩　
　
（　

同　

）

梶
原　
　

昻　
　
（　

同　

）

　

ま
ず
、
七
月
の
九
州
北
部
に
お
け
る
記
録
的
な
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
に
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
平
成
二
十
九
年
度

の
会
費
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
記
念
館
は
、
本
年
度
も
玄
洋
社
諸
先
覚
の
ご
偉
業
を
顕

彰
し
、
後
世
に
伝
え
る
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
六
万
円
】

九
星
飲
料
工
業
㈱

　
　
　
　
（
福
岡
県
糸
島
市
）

　
【
三
万
円
】

警
固
神
社　
　
　
（
福
岡
市
）

九
州
第
一
工
業
㈱（　

同　

）

㈱
オ
ー
・
エ
ー
企
画

　
　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

㈱
エ
ー
・
ケ
ー
・
シ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

㈱
ア
キ
ラ
水
産　
（
福
岡
市
）

節
信
院　
　
　
　
（　

同　

）

駿
和
物
流
㈱　
　
（　

同　

）

㈱
玄
南
荘　
　
　
（　

同　

）

社
会
医
療
法
人
原
土
井
病
院

　
　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

㈱
正
興
電
機
製
作
所

　
　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

全
日
本
少
林
拳
武
徳
会

　
　
　
　
　
　
　
（　

同　

）

東
海
大
学　
　
　
（
東
京
都
）

平
野
神
社　
　
　
（
福
岡
市
）

　
　
　
　

◇

（
一
社
）
福
岡
経
営
者
労
働

福
祉
協
会　
　
　
（
福
岡
市
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

一
般
社
団
法
人 

玄
洋
社
記
念
館

賛
助
会
員
芳
名
録

平成29年度

６
月
30
日
受
け
付
け
分
ま
で
（
敬
称
略
）

お
礼
の
言
葉
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福
岡
市
博
物
館
（
有
馬
学

館
長
）
は
、
さ
る
三
月
十
一

日
、
同
博
物
館
講
堂
で
「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
玄
界
島
が
伝

え
る
も
の
―
震
災
と
地
域
の

文
化
」
を
開
催
し
た
。

　

福
岡
市
の
洋
上
十
八
㌔
。

玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
周
囲
四
㌔

の
「
玄
界
島
」（
福
岡
市
西

区
）
は
平
成
十
七
年
三
月
二

十
日
の
福
岡
県
西
方
沖
地
震

で
家
屋
の
倒
壊
な
ど
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
。
島
に
住

む
人
は
福
岡
本
土
へ
の
全
島

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

が
、
三
年
後
、
復
興
を
果
た

し
た
。
島
は
整
然
と
整
備
さ

れ
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

島
の
人
々
の
暮
ら
し
に
も
変

化
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
復
興

で
以
前
の
日
常
が
戻
る
も
の

と
、
変
わ
る
も
の
が
あ
る
。

そ
う
い
う
も
の
を
考
え
て
み

た
い
」（
有
馬
館
長
の
あ
い

さ
つ
か
ら
）
と
い
う
趣
旨
で

開
催
さ
れ
た
。

　

島
に
は
福
岡
藩
勤
王
の
烈

士
、
堀
六
郎
と
齋
田
要
七
の

墓
が
あ
る
。
彼
岸
や
盆
に
は

島
の
人
々
が
供
養
を
し
て
い

る
。
二
烈
士
は
島
の
人
々
の

暮
ら
し
を
見
つ
め
て
き
た
と

い
え
る
。
島
の
変
化
に
も
関

心
を
寄
せ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
八

十
人
が
来
場
。
玄
界
島
の
人

た
ち
も
訪
れ
た
。

　

同
博
物
館
学
芸
課
の
松
村

利
規
・
主
任
学
芸
主
事
が

「
玄
界
島
の
年
中
行
事
」
、

大
東
文
化
大
学
経
営
学
部
の

中
野
紀
和
教
授
が
「
災
害
復

興
と
地
域
資
源
の
活
用
」
の

題
で
基
調
講
演
。
有
馬
館
長

の
司
会
で
意
見
を
述
べ
合
っ

た
。

　

そ
の
中
で
は
「
震
災
前
の

島
の
暮
ら
し
で
は
、
親
類
関

係
な
ど
を
通
じ
た
〝
し
が
ら

み
〟
で
島
の
政
治
が
ま
と
ま

っ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
復
興

の
た
め
の
家
屋
の
取
り
壊
し

の
際
な
ど
で
の
反
対
意
見

を
、
親
類
中
で
説
得
す
る
と

い
う
形
で
見
ら
れ
た
」
と
い

う
話
が
語
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
震
災
前
、
島
の
坂

道
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た

「
が
ん
ぎ
段
」
と
呼
ば
れ
る

狭
い
石
の
階
段
は
、
島
の

人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
だ
っ
た
が
、
復
興
で

な
く
な
り
、
社
会
関
係
が
希

薄
に
な
っ
た
の
は
事
実
、
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
「
島
は
新
し
い
環
境
で
生

活
が
戻
っ
た
が
、
震
災
が
も

う
一
度
起
き
た
と
き
、
復
旧

が
十
七
年
と
同
じ
よ
う
に
で

き
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
意

見
も
聞
か
れ
た
。

代
表
取
締
役
会
長

花
　
田
　
　
　
　
勲

代
表
取
締
役
社
長

児
　
玉
　
　
和
　
久

株
式
会
社
　
玄 

南 

荘

代
表
取
締
役
社
長
　

渕
　
上
　
髙
　
当

本
　
　
社
　
福
岡
市
中
央
区
荒
戸
二‒

三‒

四
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
二‒

七
一
五‒

六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
九
二‒

七
五
二‒

〇
六
二
三

Ｈ
　
　
Ｐ
　 http://gennanso.com

/

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
　fukuoka@

gennanso.com

学
生
会
館（
学
生
寮
）・
単
身
者
向
け
事
業

受
託
給
食
・
Ｆ
＆
Ｂ（
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
）事
業

勤
皇
二
烈
士
が
眠
る
福
岡
市
・
玄
界
島

文
化
の
視
点
か
ら
市
博
物
館
が
シ
ン
ポ

震
災
復
興
で
変
わ
っ
た
も
の
は

玄
界
島
復
興
後
を
テ
ー
マ
に

開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

玄
界
島
の
納
骨
堂
の
一
角
に
あ
る
堀
六
郎
と
齋
田

要
七
の
墓
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筑
前
福
岡
藩
勤
皇

派
の
家
老
、
加
藤
司

書
公
は
、
勤
皇
派
弾

圧
事
件「
乙
丑
の
獄
」

の
犠
牲
に
な
っ
て
、

お
よ
そ
三
年
後
の
明

治
維
新
を
待
た
ず
切

腹
し
た
が
、
司
書
公

の
偉
業
を
慕
い
敬
う

人
々
は
今
も
多
い
。

ま
た
、
戦
国
時
代
の

加
藤
又
左
衛
門
重
徳

に
始
ま
る
加
藤
一
門

の
人
々
の
強
い
結
び

つ
き
は
、
今
日
ま
で

も
続
く
。

　

加
藤
司
書
公
の
進
言
で
築

造
さ
れ
た
黒
田
藩
の
隠
し
城

「
犬
鳴
（
い
ぬ
な
き
）
御
別

館
」
跡
が
あ
る
福
岡
県
宮
若

市
脇
田
地
区
の
お
花
見
の
会

「
桜
の
宴
」
が
四
月
一
日
、

脇
田
公
民
館
で
催
さ
れ
た
。

　

司
書
公
の
偉
業
の
顕
彰
と

地
域
振
興
を
目
的
に
、
観
光

協
会
な
ど
地
元
各
団
体
で
組

織
し
た
実
行
委
員
会
の
主
催
　

司
書
公
の
家
系
に
連
な
る

米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
在

住
の
作
家
・
画
家
、
加
藤
睦

子
さ
ん
（
74
）
が
「
天
草
本 

・
い
そ
っ
ぽ
の
物
語
」
を
出

版
し
た
。
四
月
二
日
、
福
岡

市
・
天
神
の
天
神
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
で
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
か
れ
、
本
が
披
露
さ

れ
た
。

　

ギ
リ
シ
ャ
の
寓
話
（
ぐ
う

わ
）
作
家
イ
ソ
ッ
プ
が
著
し

た
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
は
、

日
本
で
は
、
文
禄
年
間
、
熊

本
県
天
草
で
外
人
宣
教
師
が

日
本
語
を
覚
え
る
た
め
の
教

科
書
と
し
て
日
本
語
に
翻
訳

さ
れ
、
ラ
テ
ン
文
字
で
日
本

語
を
表
記
し
た
本
に
な
っ

た
。
加
藤
さ
ん
は
、
室
町
時

代
か
ら
近
畿
地
方
の
公
家
や

上
流
階
級
の
人
々
の
間
で
使

わ
れ
て
い
た「
お
じ
ゃ
る（
で

あ
る
の
丁
寧
な
言
い
方
）」

言
葉
で
つ
づ
ら
れ
た
翻
訳
本

に
興
味
を
引
か
れ
、
十
年
を

か
け
て
漢
字
、
仮
名
文
の
絵

本
に
し
た
。

　

挿
絵
も
加
藤
さ
ん
が
描
い

た
。
青
磁
の
絵
付
け
を
思
わ

せ
る
藍
色
で
描
か
れ
た
中
世

の
武
士
や
女
性
、
動
物
そ
の

他
は
、
見
る
人
の
心
を
和
ま

せ
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。

　

Ａ
４
変
形
版
百
二
十
八

㌻
。
イ
ソ
ッ
プ
自
身
の
物
語

と
寓
話
七
十
二
編
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。

　

加
藤
さ
ん
の
夫
で
芸
術
家

の
シ
オ
ー
さ
ん
（
75
）
は
、

有
岡
城
（
伊
丹
市
）
に
幽
閉

さ
れ
た
黒
田
官
兵
衛
を
丁
重

に
扱
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

加
藤
家
初
代
・
又
左
衛
門
重

徳
の
子
孫
。
加
藤
司
書
公
も

同
じ
く
子
孫
。加
藤
さ
ん
は
、

平
成
二
十
五
年
に
は
又
左
衛

門
に
始
ま
る
加
藤
家
が
、
戦

国
の
世
を
生
き
抜
き
黒
田
藩

の
福
岡
に
安
住
の
地
を
得
る

ま
で
を
「
お
じ
ゃ
る
」
言
葉

で
描
い
た
小
説
「
急
ぎ
御
文

参
ら
せ
候
～
寶
樹
院
殿
悲
話

哀
話
」
を
出
版
し
て
お
り
、

「
い
そ
っ
ぽ
の
物
語
」は「
お

じ
ゃ
る
」
言
葉
シ
リ
ー
ズ
の

第
二
弾
と
な
る
。

　

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
に

は
、
加
藤
一
門
の
人
々
を
は

じ
め
、
出
版
関
係
者
な
ど
約

七
十
人
が
出
席
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
講
演
で
「
日

本
と
ア
メ
リ
カ
を
行
き
来
し

て
、
よ
う
や
く
完
成
し
た
。

色
の
表
現
に
気
を
つ
か
っ

た
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

発
行
・
西
日
本
新
聞
ト
ッ

プ
ク
リ
エ
。
二
千
三
百
五
十

円
と
税
。

で
、
今
年
は
六
回
目
。
通
常

は
御
別
館
跡
で
開
催
す
る

が
、
天
候
の
関
係
で
公
民
館

で
の
開
催
に
な
っ
た
。

　

百
人
近
い
人
が
参
加
し

た
。
司
書
公
の
菩
提
寺
、
節

信
院
（
福
岡
市
博
多
区
御
供

所
町
）
の
前
住
職
夫
人
、
加

藤
芳
子
さ
ん
（
89
）
も
出
席

さ
れ
た
。

　

同
市
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

「
司
書
太
鼓
」
の
勇
壮
な
演

奏
や
、
文
化
サ
ー
ク
ル
の
華

麗
な
日
舞
、
剣
詩
舞
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
酒
肴

を
楽
し
み
な
が
ら
観
賞
し

た
。

　

御
別
館
は
、
幕
府
に
開
国

を
迫
る
外
国
軍
艦
の
、
福
岡

城
砲
撃
に
備
え
た
も
の
。
同

地
区
犬
鳴
山
系
西
山
の
中
腹

に
、
城
跡
が
あ
る
。

　

司
書
公
は
、
御
別
館
の
築

造
だ
け
で
な
く
、
木
炭
の
製

造
な
ど
、
地
区
の
産
業
振
興

に
も
理
解
を
示
し
た
こ
と
か

ら
、
地
元
で
は
今
も
司
書
公

は
崇
敬
さ
れ
、
城
跡
を
観
光

資
源
に
す
る
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。

にぎやかに催された「犬鳴御別館―桜の宴」

米
国
在
住
の
加
藤
睦
子
さ
ん

「
御
別
館
」
の
宮
若
市
脇
田

「
い
そ
っ
ぽ
の
物
語
」
を
出
版

に
ぎ
や
か
に
「
桜
の
宴
」

司書公敬仰の念は変わらず

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
講

演
す
る
加
藤
睦
子
さ
ん

「
い
そ
っ
ぽ
の
物
語
」
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を
中
心
に
約
百
四
十
人
が
出

席
し
た
。

　

来
賓
の
元
自
由
民
主
党
副

総
裁
、
山
崎
拓
氏
は
「
市
議

を
七
期
二
十
八
年
間
務
め
ら

れ
た
が
、
そ
の
間
、
後
援
会

か
ら
も
、
ま
た
、
福
岡
市
の

職
員
か
ら
も
信
頼
を
得
ら
れ

た
。（
連
続
八
期
、
市
議
を

務
め
た
）
父
君
の
憲
介
氏
と

共
に
、
妹
尾
家
は
福
岡
市
政

界
の
重
鎮
の
お
家
柄
で
あ

る
。
夫
を
支
え
た
ふ
み
子
夫

人
（
63
）
の
内
助
の
功
に
も

敬
意
を
表
す
る
」
と
祝
辞
を

　

昨
年
の
秋
の
叙
勲
で
地
方

自
治
功
労
に
よ
り
「
旭
日
中

綬
章
」
を
受
章
さ
れ
た
玄
洋

社
記
念
館
理
事
で
元
福
岡
市

議
会
議
長
、
妹
尾
俊
見
氏

（
73
）
の
受
賞
記
念
祝
賀
会

が
、
さ
る
四
月
七
日
、
福
岡

市
中
央
区
の
西
鉄
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　

妹
尾
氏
の
栄
誉
を
た
た
え

よ
う
と
、
後
継
市
議
の
堤
田

寛
氏
を
代
表
世
話
人
に
、
か

つ
て
の
後
援
会
各
団
体
の
会

長
ら
に
よ
る
発
起
人
会
が
組

織
さ
れ
、
妹
尾
氏
の
後
援
者

述
べ
た
。

　

他
の
出
席
者
か
ら
も
「
中

央
区
の
守
り
人
と
し
て
今
後

も
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
な
ど

の
、
妹
尾
氏
の
真
面
目
さ

や
、
温
か
い
人
柄
を
う
か
が

わ
せ
る
祝
辞
が
相
次
い
だ
。

　

妹
尾
氏
は
「
皇
居
で
天
皇

陛
下
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
お
言

葉
を
賜
っ
た
と
き
、
い
ろ
ん

な
人
の
顔
が
目
に
浮
か
ん

だ
。
皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
受
章
だ
。
妻

に
も
感
謝
し
て
い
る
」
と
選

挙
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

お
孫
さ
ん
か
ら
妹
尾
氏
に

花
束
が
贈
ら
れ
、
ご
祝
儀
舞

や
余
興
も
あ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
が
会
場
を
包
ん
だ
。

　

博
多
っ
子
の
血
を
沸
か
す

櫛
田
神
社
（
福
岡
市
）
の
奉

納
行
事
「
博
多
祇
園
山
笠
」

が
今
年
も
七
月
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
、
同
市
の
都
心
部

を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。

　

博
多
山
笠
は
昨
年
末
、
全

国
三
十
七
件
の
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
と
と
も
に

「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
」
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
こ
と
し
は
関
係
者
、

観
客
と
も
に
祭
り
へ
の
思
い

入
れ
が
強
く
、
熱
気
が
高
ま

っ
た
。

　

祭
り
期
間
の
一
日
か
ら
十

五
日
ま
で
、
繁
華
街
に
十
三

本
の
華
麗
な
「
飾
り
山
笠
」

が
立
っ
て
見
物
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
、
十
日
か
ら
は
七
本

の
舁
（
か
）
き
山
笠
が
「
お

っ
し
ょ
い
、
お
っ
し
ょ
い
」

の
男
た
ち
の
掛
け
声
と
と
も

に
走
り
出
し
、
祭
り
は
静
か

ら
動
へ
＝
写
真
。
そ
し
て
最

終
日
十
五
日
午
前
四
時
五
十

九
分
か
ら
の
「
櫛
田
入
り
」

で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え

た
。

　

博
多
山
笠
よ
り
前
の
五
月

十
三
、
十
四
日
。
文
化
遺
産

登
録
さ
れ
た
祭
り
の
う
ち
、

博
多
山
笠
を
含
む
九
州
の
五

つ
の
祭
り
が
福
岡
市
に
集

合
。
登
録
記
念
「
九
州
の
祭

り
山
・
鉾
（
ほ
こ
）・
屋
台

特
別
巡
行
」
を
展
開
し
た
。

　

本
年
の
「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

希
望
者
は
、
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
事
務
局
へ
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日　

時　

�

平
成
29
年
10
月
21
日
（
土
曜
日
）
午
前
11

時
開
始

◇
場　

所　

�

鳥
飼
八
幡
宮
境
内「
中
野
正
剛
先
生
銅
像
」

前
（
福
岡
市
中
央
区
今
川
２
丁
目
１
‐
17
）

　
　
　
　
　

雨
天
の
場
合
は
同
宮
参
集
殿

◇
参
加
費　

�

式
典
だ
け
参
加
の
方
は
千
円
、
直
会
（
な

お
ら
い
）
に
も
参
加
の
方
は
、
ほ
か
に
３

千
円
。

◇
電　

話　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
１
１

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５
０
２

お
孫
さ
ん
か
ら
花
束
を
受
け
た
妹
尾
氏

と
、
ふ
み
子
夫
人

熱気ひとしお博多山笠

栄誉をたたえ祝賀会開く

「ユネスコ無形文化遺産」 登録で

妹尾理事に 「旭日中綬章」

中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会

「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
祭
」を
開
催
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ー
書
と
人
物
ー

　

写
真
１
は
「
秋
月
町
青
年

団
旗
」。「
忠
孝
」
の
二
文
字

は
頭
山
満
書
。
向
か
っ
て
左

側
を
竿
に
く
く
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
左
か
ら
右
に
読
む

形
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
頭
山
満
が
好
ん
で
書
く

言
葉
で
あ
る
（
明
治
二
十
三

年
十
月
の
教
育
勅
語
に
「
臣

民
克よ

ク
忠
ニ
克
ク
孝
ニ
」
と

あ
る
）。
秋
月
町
は
旧
秋
月

藩
城
下
町
で
、
甘
木
市
を
経

て
現
在
は
朝
倉
市
の
一
部
と

な
っ
た
。
秋
月
町
は
朝
倉
市

下
秋
月
・
野
鳥
・
上
秋
月
・

長
谷
山
に
相
当
す
る
。
秋
月

町
の
存
続
期
間
は
明
治
二
十

六
年
（
一
八
九

三
）
～
昭
和
二

十
九
年
（
一
九

五
四
）。

　

秋
月
関
係
の

書
籍
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
（
師

岡
司
加
幸
さ
ん

提
供
）
で
、
旗
を
広
げ
て
い

る
人
物
は
書
籍
刊
行
時
の
公

民
館
長（
故
人
）と
の
こ
と
。

朝
倉
市
で
調
べ
て
も
ら
っ
た

も
の
の
、
旗
が
現
存
す
る
か

ど
う
か
は
不
明
。
破
棄
す
る

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

人
知
れ
ず
ど
こ
か
に
眠
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
推
測
す

る
。

　

写
真
２
は
偶
然
だ
が
、
同

じ
「
忠
孝
」
と
書
か
れ
た
扁

額
（
香
椎
宮
所
蔵
）。
香
椎

宮
は
旧
官
幣
大
社
、
主
祭
神

は
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇
后
。

写
真
は
安
藤
政
明
さ
ん
提

供
。

　

こ
れ
と
は
別
に
『
魂
は
消

え
じ
』
と
い
う
本
に
、
香
椎

宮
に
寄
付
さ
れ
た
大た

い

幅ふ
く

に
つ

い
て
の
記
事
が
あ
る
。

　
『
魂
は
消
え
じ
―
恩
師
頭

山
満
先
生
の
面
影
―
』
は
下

関
市
の
赤
間
神
宮
（
旧
官
幣

大
社
、
安
徳
天
皇
を
祀
る
）

の
宮
司
水
野
久
直
著
（
昭
和

四
十
四
年
、
一
九
六
九
、
赤

間
関
書
房
発
行
、非
売
品
）。

扉
に
「
頭
山
満
先
生
二
十
五

年
祭
記
念
」
と

あ
る
。
頭
山
満

は
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）

に
八
十
九
歳
で

亡
く
な
っ
て
い

る
。

　

写
真
３
は
撮

影
年
が
昭
和
七

年
と
特
定
さ
れ

て
い
て
、
頭
山
満
は
七
十
七

歳
、
水
野
久
直
は
二
十
五
歳

の
時
で
あ
る
。
こ
の
本
は
頭

山
満
に
身
近
に
接
し
た
水
野

久
直
が
そ
の
思
い
出
を
綴
っ

た
も
の
で
、
大
変
貴
重
な
資

料
と
言
え
る
。
水
野
に
よ
る

と
、「
私
は
先
生
（
頭
山
満
）

の
書
生
と
な
っ
て
、
身
辺
に

奉
仕
し
、
先
生
の
お
抱
え
神

職
と
し
て
、
神
棚
一
切
の
御

世
話
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま

し
た
。」（
二
五
頁
）と
あ
る
。

こ
の
一
文
で
そ
の
親
交
を
知

る
に
十
分
だ
ろ
う
。

　

写
真
４
は
「
祭
政
一
致
」

「
億
兆
一
心
」
の
二
行
が
書

か
れ
た
額
。
昭
和
壬
申
は
昭

和
七
年
。「
億
兆
一
心
」
は

本
紙
一
一
七
号
・
一
一
九
号

で
ふ
れ
た
よ
う
に
教
育
勅
語

の
中
の
言
葉
だ
。
正
確
に
は

「
億
兆
心
ヲ
一
ニ
シ
テ
（
前

に
引
用
し
た
忠
孝
に
続
く
言

葉
）」。
ま
た
、
明
治

三
年
一
月
三
日
「
宣せ

ん

布ぷ

大た
い
き
よ
う
の
み
こ
と
の
り

教
詔
」に
は「
祭

政
一
致
、
億
兆
同
心

（
億
兆
心
ヲ
同
ジ
ク

シ
）」
の
八
文
字
が

見
え
る
。
額
の
八
文

字
と
は
一
文
字
の
異

同
が
あ
る
が
、
神
職

に
与
え
る
に
ふ
さ
わ

し
い
言
葉
が
選
ば
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
の
扁
額
は
五
尺
・
八
尺

の
大
画
仙
紙
（
一
枚
四
円
）

で
、
も
と
も
と
は
衝
立
に
仕

立
て
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い

う
。
一
文
字
が
二
尺
角
（
約

六
〇
セ
ン
チ
、
実
際
は
こ
れ

よ
り
少
し
小
さ
い
は
ず

だ
）。
同
席
し
て
い
た
末
永

節
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
年
号
が

入
っ
た
。
文
字
の
、
縦
に
か

す
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
畳
み

目
が
入
っ
た
も
の
。

紙
が
大
き
す
ぎ
て
、

下
敷
き
な
し
に
畳
に

直
に
置
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
「
こ
の
大
幅
は
現

在
、
香
椎
宮
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
こ

ん
な
い
わ
れ
が
あ
る

の
で
す
。
去
る
昭
和

三
十
四
年
香
椎
宮
（
元
官
幣

大
社
）
が
勅
祭
を
迎
え
る
に

際
し
、
杉
村
馨
宮
司
の
畢
生

の
大
事
業
と
し
て
大
参
集
所

（
黒
木
利
三
郎
氏
とマ

マ

設
計
に

な
る
も
の
）
の
建
設
が
完
成

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
同
宮
司

の
御
苦
闘
を
祝
福
す
る
た

め
、
正
面
の
大
掛
軸
と
も
な

ら
ば
と
…
右
の
大
幅
を
、（
大

連
か
ら
終
戦
後
、
苦
心
惨
憺

し
て
持
ち
帰
えマ

マ

り
ま
し

た
。）
奉
納
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　

現
在
同
宮
に
保
存
さ
れ
て

い
る
こ
の
頭
山
先
生
の
大
筆

跡
こ
そ
、
お
そ
ら
く
日
本
一

の
御
筆
か
と
今
も
喜
び
追
懐

の
情
、
禁
じ
難
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。」（
三
二
～
三
三

頁
）

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 70 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑭

写真１　秋月町青年団旗

写真２　香椎宮所蔵扁額

写真３　頭山満と水野久直
　　　　（昭和７年）

写真４　香椎宮に納められた頭山満書の大幅
　　　　（縦 1.5 メートル・横 2.4 メートル）


